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　本番でプレゼンテーションを行う
ということで、今回のテーマ「診療
報酬改定、かかりつけ薬剤師」を自
分で理解して、それを人に向けて発
信するというのはとても難しかった
です。また、自分が学んだことを他
人に伝えるという点においても、た
だ知識を自分の中に落とし込むだけ
ではなく、それを分かるように伝え
なければならないところにStudy 
Session Project運営における難しさ
を感じました。

　そして、先輩や同期のプレゼンテ
ーションを見て学ぶところも多く、
次に生かしていきたいと思うと共
に、参加者の方々から取り入れたい
考えを多く学べる機会でした。
　（薬学教育委員会スタッフ会員　
明治薬科大学３年　細井 佳歩）

　学生だけの勉強会とは異なり、現
場の先生方からお話をうかがえるの

はとても貴重でした。現場を知って
いるからこその考え、知識をお持ち
で、スタッフ会員、そして参加した
薬学生にとって、とても刺激的で新
鮮だったと思います。今の医療はこ
れからの医療の形ではないというこ
とは、低学年の薬学生にとって驚き
が大きかったのではないかと思いま
す。医療の背景にある経済について

も、考えていこうと改めて思いまし
た。
　この講演会で多くの参加者が何か
を考え、これからの医療、薬剤師を
考えながら、今日からの大学生活を
送っていただけることを願います。
　（薬学教育委員会　明治薬科大学
３年　西原 優姫）
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